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滋賀県流域治水政策室 

滋賀県流域治水検討委員会 

第５回住民会議 資料１ 



地域の水害履歴を若い世代へ伝える。

精度の高い情報を地域や個人に向けて積
極的に公表する。

一人でも多くの住民が知ることができるように
工夫する。

実際の被害をイメージして防災訓練を実
施する。

多様な場面を想定した防災訓練を実施
する。

危険箇所や避難所の把握などを行う。
地域のハザードマップを住民の手で作成。
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地域の住民一人一人に水害時の対応や
日ごろの備えの必要性を伝える。

リーダーのような熱い人の存在が重要とな
る。

過去の知恵や文化を次の世代に伝承す
る機会。

出前講座など地域での取り組みに多様な
サポート。

自治会等の地域の組織やそのリーダーの
支援・訓練。

自分の地域の水害危険度などについて知
る。

教育の場をうまく利用して子どもや親たちに
も情報が行き渡る。

実感の持てるものとなるように工夫する。

川の様子や危険な地点を知るようにする。

学生も取り組みに巻き込む。

企業と防災訓練を合同で実施する。

三方よしの社会（住民よし、行政よし、企
業よし）を目指す。

形式的にでもトップダウンで組織を作る。

水害時の情報伝達の方法を地域で確認し
ておく。

日頃からコミュニケーションをとって水害に備
える。

幅広く水害時の協力体制を作るために連
携する。

多様な主体による体制整備をする。

行政は地域の活動のサポート役として連
携する。

「楽しい」訓練の実施を目指す。

各地域の活動の評価をしたりし、講評す
る。

地域外との関係

仲
間
を
つ
く
る

嗺
社
会
と
連
携
す
る

嗻

知
恵
を
広
め
る

嗺
み
ん
な
で
伝
え
合
う
わ
か
り
や
す
い
情
報

嗻

人
を
つ
く
る

嗺
誰
も
が
役
割
を
果
た
す

嗻

その地域の文化が各河川で既に存在す
る。

新しい防災組織などを作る。

防災訓練などの取り組みを継続する工夫
をする。

避難場所やルートを知っておく。

地域内の関わり

その① 安全な避難ができる地域づくり

その② 地域の防災組織が元気な地域づくり

その③ 情報を発掘し共有できる地域づくり


